おおえば し わたな ベば し たみのば し 

東より 順に 大江 橋、 渡 辺 橋、 田簑 橋、 そして 船 玉 江 

橋まで 来る と、 橋の 感じが にわかに 見すぼらしい。 橋 

うすぎたな 

のた もとに、 ずり 落ちた ような 感じに 薄汚 い 大衆 

きっさてん めしや 

喫茶店 兼 飯屋が ある。 その 地下室 はもと どこかの 事務 

所ら しかった が、 久しく 人の 姿 を 見う けない。 それが 

みよ-つ いんき 

妙に 陰気く さいの だ。 また、 大学 病院の 建物 も 橋の 

たもとの 附属 建築物 だけ は、 置き忘れられた ようにう 

.V. /ひ うすよ ご かんじゃ 

ら 淋しい。 薄汚れ ている。 入口の 階段に 患者が 灰色に 

うずくまったり している。 そんな ことが 一層 この 橋の 

かわぐち かいわい 

感じ を しょんぼり させて いるの だろう。 川口 界隈の 

ばいえん 

煤煙に く すんだ 空の 色が、 重く この 橋の 上に 垂れて い 



る。 川の 水 も 濁って いる。 

ともかく、 陰気 だ。 ひとつに は、 この 橋 を 年中 日に 

何度と なく 渡らねば ならぬ ことが、 さように 感じさせ 

るの だろう。 橋の 近くに ある 倉庫会社に 勤めて いて、 

朝夕の 出 退 時間 はむ ろん、 仕事が 外交 ゆえ、 何度も 会 

社と 訪問 先の 間 を 往復す る。 その都度 せかせか とこの 

橋 を 渡らねば ならなかった。 近頃 は、 弓形に なった 橋 

の m 斜が 苦痛で ならない。 疲れて いるの だ。 一 つ 会社 

に 十 何年 間 かこつ こつと 勤め、 しかも 地位が あがらず、 

いぜん ひろ-つ 

依然として 平 社員の ままで いる 人に ぁリ 勝ちな 疲労が 

しばしばだった。 橋の 上 を 通る 男女 や 荷馬車 を、 浮か 



ひとり びんぼう 

ると、 一人の 男が 寄って きた。 貧乏たら しく 薄汚い。 

哀れな 声で、 針 中 野まで 行く に はどう 行けば よいの か 

きしゅうな まリ あべの 

と、 紀州 訛で きいた。 渡 辺 橋から 市電で 阿倍野まで 

行き、 そこから 大鉄 電車で —— と 説明し かける と、 い 

や、 歩いて 行く つもり だと 言う。 そら、 君、 無茶 だよ- 

だって、 ここから 針 中 野まで 何 里 …… あるか も わから 

ぬ 遠 さに あきれて いると、 実は、 私 は 和歌 山の 者です 

が、 知人 を 頼って 西宫 まで 訪ねて 行きました ところ、 

針 中 野と いうと ころへ 移転した とかで、 西宫 までの 電 

車賃 はあり ましたが、 あと 一 文 もな く、 朝から 何も 食 

ベ ず、 空腹 を かかえて 西宫 から やっと ここまで 歩いて 



針 中 野ち うたら ここから …… 振り向いて、 あつ、 君 は 

この間の —— 男 は 足音 高く 逃げて 行った。 その 方向 か 

ら 荷馬車が 来た。 馬が いなないた。 彼 はもう その 男の 

こと を 忘れ、 びっくりし たような 苦痛の 表情 を 馬の 顔 

に 見て いた。 

(昭和 十六 年 十二月) 
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